
検索の自由を実現するために



僕たちがやってきたこと



図書館の資料を あたりまえに 探せるようにする

現実的な アーキテクチャ（設計思想） の構想



まとめてさがす

集約型（セントラルインデックス）

• ディスカバリサービス

• CiNii Article

• NDLサーチ

• Amazon

• Google

横断検索型（メタサーチ）

• 都道府県立図書館の横断検索システム

カーリル



まとめてさがす

集約型（セントラルインデックス）

• 速い

• 並び順やノイズ感を統一できる

• データ統合のコストが大きい

• データの反映に時間がかかる

横断検索型（メタサーチ）

• 低コストに運用できる

• リアルタイム

• 遅い

• 検索結果は各検索に依存する



大きい何かへの不信

自立・分散・協調の未来を目指したい



カーリル Unitrad APIの開発

OPAC

OPAC

OPAC

OPAC

同定

キャッシュ

ここはむっちゃ速い

検索結果

横断検索だけど、速くて、低コスト



都道府県立図書館（11館で採用）



公共図書館の館内OPAC

市立図書館

県立図書館

まぜた検索結果



大学図書館での活用（筑波大学）

アグリゲーターをアグリゲートする。

同じ設計思想は学術情報にも適用できたが、課題はスコアリング（並び順）

ディスカバリサービス
Summon

OPAC

CiNii Article

J-STAGE

Unpaywall
(CrossRef)

Tulips Search



検索の民主化

多様な検索サービス、多様なポリシー

誰でも検索サービスを作れる時代に



ありがとうございました


